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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数のＬＥＤ光源を有し負荷容量が異なる複数
のＬＥＤ回路を有しながら、高周波ノイズ等の影響の低
減を図ることができる照明器具を提供する。
【解決手段】ＬＥＤ光源３１の数が多く最も負荷容量が
大きな第１のＬＥＤ回路３２Ａを、電源回路４２からの
電流経路が最も短くなるように配置したので、最も高周
波ノイズ等の雑音を出すおそれのある電流経路を短くで
きる。このため、高周波ノイズ等の影響を低減できる。
また、負荷容量が次に大きいＬＥＤ回路３２Ｂを第１の
ＬＥＤ回路３２Ａの次に電流経路が短くなるように配置
することにより、さらに高周波ノイズ等の影響を低減で
きる。また、負荷容量が異なる点灯回路４３を一つの基
板に配置することにより、電源回路４２を一つにまとめ
て部品を削減でき、各々の回路間を接続するコネクタ等
も削減できる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個数が異なる複数のＬＥＤ光源を直列に接続して点灯させる複数のＬＥＤ回路と、
　前記ＬＥＤ回路ごとに設けられ、電力を供給して前記複数のＬＥＤ光源を点灯させる複
数の点灯回路と、
　前記点灯回路に直流電力を供給する電源回路と、を有し、
　複数の前記ＬＥＤ回路のうち負荷容量が最も大きい第１のＬＥＤ回路を制御する第１の
点灯回路を、前記電源回路からの電流経路が最も短くなるように配置した照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源であるＬＥＤ（発光ダイオード）を直列に接続した照明器具に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、図８に示すように、複数の放電灯をそれぞれインバータ回路にて点灯する照
明器具１００においては、平行配置された複数の直管型放電灯１０１をそれぞれ点灯させ
る複数のインバータ回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃが設けられている。
　そして、各インバータ回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃを制御する制御回路１０３お
よび電源回路１０４を構成する回路部品を、細長いプリント基板１０５に実装し、プリン
ト基板１０５を１つの筺体１０６内に収納している。細長いプリント基板１０５は、長手
方向が軸方向に平行となるようにして隣接する放電灯１０１間に配置されている。
　なお、商用電源（図示省略）に接続された電源線１０７は、筐体１０６中央部から導入
されて、スイッチ１０８を介して電源回路１０４に接続されている。
【０００３】
　プリント基板１０５上には、制御回路１０３が中央に配置され、その両側にインバータ
回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃが振り分け配置されている。
　従って、制御回路１０３からインバータ回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃへ配線され
る制御パターンが短くできるとともに、インバータ回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃを
電源線１０７から離すことができる。これにより、制御パターンへの電源ノイズの重畳を
低減でき、インバータ回路１０２Ａ，１０２Ｂ，１０２Ｃのノイズによる誤動作の防止を
図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実公平７－３３４３９号公報（第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した特許文献１に記載の従来の照明器具１００においては、同じ負荷容量の複数本
の放電灯１０１が用いられており、負荷の点灯条件が同じであることから並列に接続する
ことができた。
　このため、負荷を制御する制御回路１０３からの距離が略同一距離になるように配置す
ることで、プリント基板１０５上の配線パターンへの電源重畳ノイズを軽減していた。
　しかしながら、負荷容量が異なる複数光源を個別に点灯させる点灯回路では、各々の負
荷容量の点灯条件が異なるため並列に接続することができず、各々の負荷容量の光源ごと
に点灯装置が必要となる。
　このため、電源平滑回路のような回路も各々点灯回路に対して複数回路必要になるので
、部品点数が増えて、コストアップを招くという問題があった。
【０００６】
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　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、複数のＬＥＤ光源を有し負荷
容量が異なる複数のＬＥＤ回路を有しながら、高周波ノイズ等の影響の低減を図ることが
できる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の照明器具は、個数が異なる複数のＬＥＤ光源を直列に接続して点灯させる複数
のＬＥＤ回路と、前記ＬＥＤ回路ごとに設けられ、電力を供給して前記複数のＬＥＤ光源
を点灯させる複数の点灯回路と、前記点灯回路に直流電力を供給する電源回路と、を有し
、複数の前記ＬＥＤ回路のうち負荷容量が最も大きい第１のＬＥＤ回路を制御する第１の
点灯回路を、前記電源回路からの電流経路が最も短くなるように配置したものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、直列に接続されているＬＥＤ光源の数が多く、最も負荷容量が大きな第１の
ＬＥＤ回路を点灯制御する第１の点灯回路を、電源回路からの電流経路が最も短くなるよ
うに配置した。このため、最も高周波ノイズ等の雑音を出すおそれのある電流経路を短く
することにより、高周波ノイズ等の影響を低減できるという効果を有する照明器具を提供
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る実施形態の照明器具を下方から見た全体斜視図
【図２】本発明に係る実施形態の照明器具を下方から見た分解斜視図
【図３】本発明に係る実施形態の照明器具の中心を通る断面図
【図４】本発明に係る実施形態の照明器具を上方から見た平面図
【図５】ＬＥＤユニットの点灯制御ブロック図
【図６】制御基板の平面図
【図７】照明器具における各ＬＥＤユニットのＬＥＤ光源を点灯させるための制御ブロッ
ク図
【図８】従来の照明器具の平面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る実施形態の照明器具について、図面を用いて説明する。
　なお、以下の説明においては、照明器具を被取付面に取り付けて下方を照明する場合に
ついて説明する。従って、特に示す場合を除き、上（上方、上側等）は天井面側を意味し
、下（下方，下側等）は床面側を意味する。
【００１１】
　図１に示すように、本発明に係る実施形態の照明器具１０は、被取付面である天井面１
１等に取り付けられて主に下方を照明するのに適する。
　図２および図３に示すように、照明器具１０は、天井面１１に取り付けられている引っ
掛けシーリング１２に取り付けるための取付金具２１を中央に有する、例えば正方形の板
状の器具本体２０を有する。
【００１２】
　器具本体２０の上側（すなわち、天井面１１側）には、ＬＥＤユニット３０であるアッ
パーユニット３０Ａ、上枠２４および上パネル２３が設けられている。
　また、器具本体２０の下側（すなわち、照明方向側）には、ＬＥＤユニット３０である
ロアーユニット３０Ｂ、反射部材である反射板２６が設けられており、反射板２６の下方
には、受けた光を拡散する透光性のパネル２５が取り付けられる。
　ＬＥＤユニット３０は、後述するように、直流に接続された複数個のＬＥＤ光源３１（
図５参照）を有する。
　なお、器具本体２０の下面で反射板２６との間には、ＬＥＤユニット３０を点灯制御す
る制御部２２が設けられている。
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【００１３】
　図４に示すように、アッパーユニット３０Ａは、器具本体２０の上側において、四方外
向きに設けられている。
　また、ロアーユニット３０Ｂは、器具本体２０の下側において、２カ所に各々２個ずつ
設けられており、内側へ光を照射するようになっている。
【００１４】
　図２および図３に示したように、ロアーユニット３０Ｂの下方には、パネル２５が着脱
可能に取り付けられる。パネル２５は、照射された光を拡散するものであり、複数箇所に
、光透過率が低いパネルカバー２５１が設けられている。
　図１に示すように、パネルカバー２５１は、パネル２５において器具本体２０の中心に
対して対称な端部付近の対向する２辺に沿って設けられている。
　また、パネルカバー２５１は、ロアーユニット３０Ｂが設けられている位置（図５参照
）の下方に対応して設けられており、下方からロアーユニット３０Ｂの影がパネル２５に
映らないようになっている。
【００１５】
　図５および図６に示すように、制御部２２に収容されている光源点灯用回路４０では、
例えばコ字状の制御基板４１上に、直流電源部４２、点灯制御部４３および検出回路部４
４が実装されている。
　電源回路である直流電源部４２は、器具本体２０の取付金具２１を天井面１１の引っ掛
けシーリング１２に取り付けることにより、天井面１１の裏に配線されている商用電源１
３に電気的に接続される。
【００１６】
　点灯回路としての点灯制御部４３は、第１の点灯回路としての第１の点灯制御部４３Ａ
、第２の点灯制御部４３Ｂおよび第３の点灯制御部４３Ｃを有する。
　第１の点灯制御部４３Ａは、複数のＬＥＤ光源３１が直列に接続されて負荷容量が最も
大きい第１のＬＥＤ回路３２Ａに接続される。
　第２の点灯制御部４３Ｂは、負荷容量が中程度のＬＥＤ回路３２Ｂに接続される。
　第３の点灯制御部４３Ｃは、負荷容量が小さいＬＥＤ回路３２Ｃに接続される。
【００１７】
　図６に示すように、制御基板４１上の一方の隅部には直流電源部４２が配置されており
、負荷容量が最も大きい第１の点灯制御部４３Ａは、最も直流電源部４２に近くに配置さ
れている。すなわち、直流電源部４２から第１の点灯制御部４３Ａまでの制御基板４１に
おける電流経路長は、最も短い。
　次いで、第２の点灯制御部４３Ｂが直流電源部４２の近くに配置され、第３の点灯制御
部４３Ｃが最も直流電源部４２から遠くに配置されている。従って、直流電源部４２から
第３の点灯制御部４３Ｃまでの電流経路長が最も長い。
【００１８】
　図７には、照明器具１０において、ＬＥＤユニット３０に白色ＬＥＤ光源３１Ａおよび
電球色ＬＥＤ光源３１Ｂを用いた場合が示されている。
　白色ＬＥＤ光源３１Ａと電球色ＬＥＤ光源３１Ｂとは、別経路で各々直列に接続されて
いる。従って、白色ＬＥＤ光源３１Ａの光量と電球色ＬＥＤ光源３１Ｂの光量との比率を
変えることにより、光色の調整が可能となっている。
【００１９】
　この第１のＬＥＤ回路３２Ａは、例えば、白色ＬＥＤ光源３１Ａを１３粒搭載したロア
ーユニット３０Ｂを４本と、同じく３粒搭載したアッパーユニット３０Ａを３本と、同じ
く６粒搭載したアッパーユニット３０Ａを１本と、が直列に接続されている。
【００２０】
　この第２のＬＥＤ回路３２Ａは、例えば、電球色ＬＥＤ光源３１Ｂを１３粒搭載した４
本のロアーユニット３０Ｂが直列に接続されている。
【００２１】
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　この第３のＬＥＤ回路３２Ｃは、例えば、電球色ＬＥＤ光源３１Ｂを３粒搭載した３本
のアッパーユニット３０Ａが直列に接続されている。
　さらに、第４のＬＥＤ回路３２Ｄは、例えば、電球色ＬＥＤ光源３１Ｂを６粒搭載した
１本のロアーユニット３０Ｂを有する。
【００２２】
　第１のＬＥＤ回路３２Ａは、全部で６０粒のＬＥＤ光源３１が直列に接続されており、
負荷容量が最も大きく、図５および図６で前述した第１の点灯制御部４３Ａに接続される
。
　また、第２のＬＥＤ回路３２Ｂは、全部で４０粒のＬＥＤ光源３１が直列に接続されて
おり、第１のＬＥＤ回路３２Ａについで負荷容量が大きく、図５および図６で前述した第
２の点灯制御部４３Ｂに接続される。
【００２３】
　また、第３のＬＥＤ回路３２Ｃは、全部で１０粒のＬＥＤ光源３１が直列に接続されて
おり、最も負荷容量が小さい部類に属する。このため、図５および図６で前述した第３の
点灯制御部４３Ｃに接続される。
　さらに、第４のＬＥＤ回路３２Ｄは、全部で５粒のＬＥＤ光源３１が直列に接続されて
おり、最も負荷容量が小さい部類に属する。このため、図５および図６で前述した第３の
点灯制御部４３Ｃに接続される。
　なお、第４のＬＥＤ回路３２Ｄはテレビ視聴時に適するものであり、第３のＬＥＤ回路
３２Ｃとは別個に制御する必要があるので、第３の点灯制御部４３Ｃをもう一つ別個に設
けるのが望ましい。
【００２４】
　以上、説明した本発明に係る実施形態の照明器具１０によれば、ＬＥＤ光源３１の数が
多く最も負荷容量が大きな第１のＬＥＤ回路３２Ａを点灯制御する第１の点灯制御部４３
Ａを、直流電源部４２からの電流経路が最も短くなるように配置した。このため、最も高
周波ノイズ等の雑音を出すおそれのある電流経路を短くでき、高周波ノイズ等の影響を低
減できる。
　また、負荷容量が次に大きい第２のＬＥＤ回路３２Ｂを点灯制御する第２の点灯制御部
４３Ｂを、第１の点灯制御部４３Ａの次に電流経路が短くなるように配置することにより
、さらに高周波ノイズ等の影響を低減できる。
　また、負荷容量が異なるＬＥＤ回路３２を制御する点灯制御部４３を一つの制御基板４
１に配置することにより、光源点灯用回路４０を一つにまとめて部品を削減でき、各々の
回路間を接続するコネクタ等も削減できる。
【００２５】
　なお、本発明の照明器具１０は、前述した実施形態に限定されるものでなく、適宜な変
形，改良等が可能である。
　例えば、前述した実施形態において、アッパーユニット３０Ａおよびロアーユニット３
０Ｂの配置、本数、搭載するＬＥＤ光源３１の粒数等は、例示したものに限らず、他のも
のにも適用可能である。
【００２６】
　また、前述した実施形態においては、第１の点灯制御部４３Ａ、第２の点灯制御部４３
Ｂ、第３の点灯制御部４３Ｃを各々１個ずつ設けた場合を例示したが、個数は限定するも
のではなく，複数個設けることもできる。
【符号の説明】
【００２７】
　１０　照明器具
　３１　ＬＥＤ光源
　３２　ＬＥＤ回路
　３２Ａ　第１のＬＥＤ回路
　４２　直流電源部（電源回路）
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　４３　点灯制御部（点灯回路）
　４３Ａ　第１の点灯制御部（第１の点灯回路）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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